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第１表 

令 7 日野第四中発第 73 号  

  令和 8 年 3 月 9 日  

 

日野市教育委員会 様 

学 校 名  日野市立日野第四中学校 

校 長 名   小 島  幸 子   

（公印省略）    

 

令和 8 年度教育課程について（届） 

 

このことについて、日野市立学校の管理運営に関する規則に基づき下記のとおりお届けします。 

 

記 

１ 教 育 目 標 

(1) 学校の教育目標 

◎よく考え自ら学ぶ人（主体的に学ぶことのできる生徒：「課題対応能力」） 

〇心身を鍛えやりぬく人（心身ともに自ら鍛え自己管理のできる生徒：「自己理解・自己管理能力」） 

〇他を思いやり責任ある行動をとる人（他を思いやり社会貢献できる生徒：「人間関係形成・社会形

成能力」） 

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針 

ア よく考え自ら学ぶ人「課題対応能力」を育成するために 

① 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図り、思考力・判断力・表現力等の育成

をより一層重視するなど、３つの資質能力をバランスよく育成する。 

② 一人１台端末の活用による、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る。 

③ 第４次日野市学校教育基本構想に基づき「学びの変革プロジェクト」を推進し、生徒が自ら

課題を見出し、探究的な学びの過程を通して課題を解決する力を高めることができるように、

年３回以上外部講師を招聘するなど、校内での授業研究を推進する。   

イ 心身を鍛えやりぬく人「自己理解・自己管理能力」を育成するために 

① 健康教育、安全指導等の充実を通して、体力の向上を図るとともに、健康で主体的・対話的に

運動に親しむ資質や能力を育成する。 

② 食に対する正しい知識と望ましい食習慣を身につけることができるよう、栄養士や地域の生

産者等と連携した授業を計画するとともに、保護者と連携した取組を推進する。 

③ 保健体育科の授業において、外部講師を招聘した本物に触れる体験授業を実施する。 

ウ 他を思いやり責任ある行動をとる人「人間関係形成・社会形成能力」を育成するために  

① 学級活動や道徳の授業、学校行事等の学校の教育活動全体を通じて生徒の人権感覚を高める

取組を行い、多様性の理解や思いやりの心を育む。 

② ボランティア活動や地域行事へ参加する機会を増やし、学校や地域の一員としての自覚を育

てるとともに、生徒の自己有用感やコミュニケーション能力等を向上させる。 

③ 学校いじめ防止対策基本方針の見直しと、基本方針に基づいた組織的対応の充実を図り、い

じめの未然防止、早期発見、早期対応について重点的に取り組むとともに、保護者・地域・関

係機関と積極的に連携して対応する。 

エ 学校の教育目標の達成に向けたその他の事項 

① すべての生徒が夢をもち、夢を育めるようにするために、誰一人取り残さない学校づくりを

目指し、学習支援や教育相談、特別支援教育、不登校支援を充実させる。 

② 小中９年間を見通した一貫性のある教育を実現するために、小中連絡会や小学生への出前授

業等、小中連携をより一層密にし、指導方法や教育課程の最適化を図る。 
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第２表 

学校名  中 05 日野市立日野第四中学校 

２ 指 導 の 重 点 

(1) 各教科、特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動 

ア 各 教 科 

①  多様な学びと学び方を重視し、基礎的・基本的な事項を定着させるとともに、主体的・対話

的な学習活動や探究的な活動を通して、思考力・判断力・表現力等の資質・能力を育成する授

業改善を図る。 

② 英語科および数学科において少人数習熟度別指導を実施し、個に応じた多様な学習活動を展

開することで、きめ細かな指導の充実を図る。 

③ 教科部会を中心に指導計画や評価規準の見直しを行い、評価の妥当性・信頼性を確保する。

単元ごとの評価や活動場面に応じた多様な評価を実施することで、指導方法の改善と生徒の

学習活動の質的な向上を図る。 

④ 生徒が「文房具」として一人１台端末を日常的に活用できるよう、ICT 環境の利活用を推進す

る。クラウドを活用した生徒同士の意見交換や協働学習、AI ドリルを活用した個別最適な学

習や主体的に学習に取り組む態度の育成、英語科や数学科における学習者用デジタル教科書

の効果的な活用について、重点的に改善を図る。あわせて、情報モラルや情報セキュリティ

等を含めた情報リテラシー育成の取組を充実させる。 

 

イ 特別の教科 道徳 

① 豊かな体験活動を通じて、自他への敬愛と思いやりの心、生命を大切にする態度を育成する。

また、対話的な学びを通して道徳的な判断力や心情を深め、道徳的実践力の向上を図る。 

② 内容項目「相互理解、寛容」を重点に設定し、ICT を効果的に活用した「考え、議論する道徳」

の授業改善を推進する。生徒同士が自己の考えを伝えると同時に、他者の価値観を柔軟に受

け止める対話的な学びを展開し、寛容の心を育む道徳教育を実践する。 

③ 人権尊重の精神を学校・家庭・地域生活の場において発揮できるよう、学校教育全体を通し

て道徳教育を行う。また、道徳授業地区公開講座の内容を充実させ、保護者や地域住民と共

に生徒の道徳性を育む「開かれた道徳教育」を推進する。 

 

ウ 総合的な学習の時間 

① 3 年間を見通した総合的な学習の時間の主題を「ウェルビーイング」に設定し、各学年におい

て「福祉」「キャリア」「地域」の各領域を重点的に取り扱う。生徒自らが興味・関心に基づい

て課題を設定し、探究的な学習過程を通じて生徒の課題解決能力や創造力を育成する等、主

体的・対話的で深い学びの実現を図る。 

② 「学びの変革」プロジェクトとして、総合的な学習の時間の授業改善を校内研究のテーマと

して設定し、年３回以上外部講師を招聘した研究授業や研究協議等を実施する。 

③ 地域や企業との連携により、多様な外部人材が参画する学習環境を整備する。地域を学びの

ステージとした体験・探究活動を充実させ、地域社会と共に生徒を育む教育活動を推進する。 

 

エ 特別活動 

① 学級活動および生徒会活動において、生徒同士による合意形成や意思決定をする活動を通し

て、より良い人間関係の構築を図るとともに、自主的に生活を向上させようとする態度を育

成する。 

② 泰花祭体育の部・合唱の部等の学校行事の取組において、生徒が主体となって行事を運営し

たり、学級での活動にすすんで取り組んだりすることを通して、集団の一員としてよりよい

生活や人間関係を築く自主的・実践的な態度の育成を図る。 

③ 各学年でキャリア・パスポートを活用して学習活動を振り返り、自らの生き方についての考

えを深め、自己実現を図るために必要な資質・能力の育成を図る。 
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(2) 生活指導・進路指導 

 ア 生 活 指 導 

① 発達支持的生徒指導の視点に立ち、教職員による日々の生徒への声掛けや肯定的な働きかけ

により、生徒の自己肯定感を高め、成長を支援する。意図的・計画的かつ課題予防的な指導

とあわせて、問題行動等の未然防止を図る。  

② SOS の出し方に関する教育についての授業、生命の授業、薬物乱用防止教室、がん教育の授

業等を実施し、生命（いのち）の安全教育の充実を図り、自分の生命や他者の生命を尊重す

る態度を身に付けさせる。 

③ 年１１回の防災訓練の実施方法を改善する等、生徒が防災に関する正しい知識を理解し、状

況に応じて思考力や判断力を働かせて行動できる力を育成する。また、災害体験者から学ぶ

授業を実施し、自然災害について主体的に考え、行動しようとする態度を育成する。 

④ 自転車安全教室やセーフティ教室等において外部講師を招聘した授業を実施したり、情報モ

ラルの授業を計画的に実施したりする等、安全教育の充実を図る。 

⑤ 各教科、道徳、総合的な学習の時間等において、自己決定や振り返り、自己調整の場面を意

図的・計画的に設定する。他者との協働的な学習活動等を通して自己指導能力を育成し、学

習指導と生活指導の一体的な充実を図る。 

⑥ 学校いじめ防止基本方針を定期的に見直し、いじめの未然防止や早期発見・早期対応につい

ていじめ防止対策委員会を中心とした組織的な対応を行う。また、警察や学校サポートチー

ム等との連携を強化し、必要に応じて関係諸機関と協力して対応を行う。 

⑦ 学校内外の教育相談体制の整備や、生徒が相談しやすい環境の改善を推進し、不登校の未然

防止を図る。校内別室教室として「学習支援教室」を設置し、不登校の早期対応や個に応じ

た学習支援等を行う。また、長期化への対応については、関係諸機関との積極的な連携を図

り、すべての生徒が学習につながる教育と福祉が一体となった取組を進める。 

 

イ 進 路 指 導 

① 地域の商工会や農家の方の講演を通し、望ましい職業観及び自らの目標に向かい継続して努

力する態度を育成する。 

② 進路選択にあたって生徒が主体的な判断を行えるように、キャリア・パスポートを学級活動

等で効果的に活用し、キャリア教育を推進する。また、職場体験学習を継続・発展させ、体

験活動を通して生徒自らが将来を深く考察できる指導の充実を図る。 

 

(3) 特色ある教育活動 

① 朝読書を通年で実施し、読書に親しむ態度や探究学習の基礎となる読解力の育成を図る。ま

た、学校図書館司書と連携した授業を各教科や総合的な学習の時間等で実施し、学校図書館

の読書センター、学習センター、情報センターとしての機能を充実させる。 

② 学校 2020 レガシーの取組として、地域と学校が連携したボランティア活動を推進し、生徒が

他者や社会に積極的に貢献しようとする態度を育成する。 

 


